
人的資本
高い専門性を活かし、お客様が求める以上の

価値を創造する感性豊かな人財

連結従業員数（就業人員数） 14,466名
一級建築士（単体） 2,557名
一級土木施工管理技士（単体） 1,921名
一人当たり研修時間（単体） 65時間
総研修金額（単体） 406百万円

財務資本
健全な財務基盤と安定した資金調達

総資産 20,167億円
自己資本 8,291億円
自己資本比率   41.1％

知的資本
成長が期待される産業分野に貢献する技術開発
競争力を支える技術力・現場力・提案力

技術開発投資 256億円
うち環境関連投資　 223億円

DX関連投資 92億円

社会関係資本
創業150年で培ったお客様からの信頼・ブランド力

強固なサプライチェーン

倉友会＊会員数 617社
安全衛生環境協力会＊会員数（会員数は2023年3月1日時点） 7,930社

製造資本
世界に広がる拠点及び建設工事作業所

デジタル技術やデータを活用した効率的な生産プロセス

支店数 15支店
恒常的な海外拠点数 9拠点
グループ会社数 27社
設備投資額 183億円

自然資本
自然環境や生物多様性に配慮した事業活動

主な化石燃料使用量 78.3千kL

電力使用量 167百万kWh

水（使用量） 2,390千m3

大成建設グループは、グループ理念「人がいきいきとする環境を創造する」のもと、
人々が豊かで文化的に暮らせるレジリエントな社会づくりに取り組んでいます。
事業活動を通じて良質な社会資本をつくり出し、お客様と社会の課題解決に貢献することにより、
企業価値と社会価値の向上の循環を実現し、社会とともに持続的に成長することを目指します。
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安全・安心の実現
「人」・「技術」・「情報」の最適活用

マテリアリティ（取り組むべきサステナビリティ課題）

１．持続可能な環境配慮型社会の実現
２．品質の確保と技術の向上
３．持続可能な社会の実現に向けた技術開発
４．サプライチェーン・マネジメントの推進
５．労働安全衛生管理の徹底

＊倉友会、安全衛生環境協力会についてはP.112用語集参照

IX SX DX中長期の外部環境・構造変化

価値創造ストーリー

使 命 人々が豊かで文化的に暮らせる

自由闊達 価値創造

大成スピリット 「グループ理念」を追求するために

（数値は2022年度）
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2022年度実績
グループ売上高 16,427億円

グループ営業利益 547億円

グループ純利益 471億円

ROE             5.6%

配当性向         53.9%

純有利子負債 実質無借金を維持
ZEB化建物受注件数 10件

特許出願件数 283件

度数率 0.31
女性管理職者数 314名

男性の育児休業取得率 100%

負荷としてのアウトプット
スコープ1＋２総CO2排出量 291千 t-CO2

建設副産物排出量 2,420千 t

水（排出量） 3,134千m3
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グループ理念   

人がいきいきとする環境を創造する

持続可能な環境配慮型社会の実現

グループ長期環境目標
TAISEI Green Target 2050

業績数値イメージ

グループ売上高 2.5兆円程度

グループ純利益 1,500億円程度

ROE             10%程度

ステークホルダーへの還元

顧客・サプライヤー・社会：  ＣＤＥ３を通じた還元

株主： 配当性向25～ 30％

社員：          ダイバーシティ&インクルージョン
を進め、多様な能力を最大限発揮
できる働きやすい環境や人事・
給与制度を実現

貢献するSDGs

進化し続ける
The CDE3 COMPANY

人々が豊かで人々が豊かで
文化的に暮らせる文化的に暮らせる
レジリエントな社会づくりに貢献レジリエントな社会づくりに貢献
する先駆的な企業グループする先駆的な企業グループ

中長期的に目指す姿【TAISEI VISION 2030】
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６．技術者の育成・担い手の確保
７．働きがいのある魅力的な職場環境の実現
８．コンプライアンスの徹底
グループガバナンス体制の再構築

TAISEI Green Targetにおける2030年目標

脱炭素社会
売上高あたりCO2排出量 (2019年度比 )
スコープ1+2▲50%、スコープ3▲32%

循環型社会
グリーン調達の推進
建設廃棄物の最終処分率3.0%以下

自然共生社会
ネイチャーポジティブに貢献する提案・
工事の実施

レジリエントな社会づくりに貢献する

伝統進化

グループ全役職員が大切にする考え方
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